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巻頭言

お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）
　【トピックス】…前号（８/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
· 巻頭言■
夕凪（ゆうなぎ）
暑い！とにかく暑い！
毎月恒例のメルマガ巻頭言を自宅で書いています。
部屋の寒暖計は夜の11時過ぎなのに33度を示しています。夕方は36度まで上がっていました。
例年なら，夜8時を過ぎたら北側の窓から風が吹き込むのに，部屋には33度の熱気が停滞したままです。
「こりゃ，夕凪が真夜中まで続いとるんかあ？」
広島市は，夕凪の町です。大きな湾を持ち三方を山に囲まれ，風の弱い瀬戸内式気候の広島市は，日中の海風から夜中の陸風に変わる時に生じる無風状態の「夕凪」がはっきりと体感できる地域です。
小学校の時，社会科副読本で学んだ「海風・陸風・凪の仕組み」を思い出しました。
陸は暖まりやすく冷めやすい(比熱が小)，反対に海は暖まりにくく冷めにくい(比熱が大)。日中，陸上の空気は海上より早く温まり上昇気流となり，気圧が下がる。そこに海から風が吹き込む。反対に，陽が沈むと，陸上の空気は海上より早く冷めて，逆の現象が生じ，陸から海に向けて風が吹き出す。その現象が切り替わる時間帯が無風状態の「凪（なぎ）」となる。
　ヒートアイランド現象とかいう言葉のない時代でした。夕方になると「凪じゃね。しばらくすると，風がでるから，物干しで，スイカでも食べようか」などと言っていた時代です。
　私が今体験している33度の熱気の停滞は，小学校社会科副読本から得た知識だけでは説明がつかない現象でしょう。アスファルトに覆われた街，エアコンや自動車による暖排気。「海風・陸風・凪の仕組み」に私たち人間社会が吐き出す大きな力が影響しているのは確かです。
　秋になり，涼しくなると，私たちはこの暑さを忘れるでしょう。そして寒波で大雪になれば，「ほんとうに温暖化？」と考えがちです。しかし，人間社会の営みは，確実に気象現象に影響を与えています。アメリカ元副大統領アル・ゴアは「不都合な真実」（ランダムハウス講談社2007年　P254）で次のように述べています。
　　人類と自然の衝突を引き起こしている第3の，そして最後の要因は，最も微妙でわかりにくく，かつ最も重要なものだ。それは，気候の危機に対する私たちの根本的な考え方である。
　　私たちが気候の危機を考える際の最初の問題は，「この件については，何も考えないほうがラクだ」と思ってしまうことだ。「自分たちはこの件から一瞬たりとも目をそらさない」という状態にならないのは，なぜだろう？その理由の1つは，おなじみの“昔の科学実験”のお話で説明できそうだ。『沸騰しているお湯にカエルが跳び込むと，カエルは次の瞬間，ぴょんとお湯から跳び出します。瞬時に，その危険がわかるからです。同じカエルを生温かい水の入ったお鍋に入れて，沸騰するまで少しずつ温度を上げていくとどうなるでしょう？ただじっと座っているのです。同じ危険があるというのに。－(以下略)』
　
　気象現象の変化は，地球の数十億年の長さから言えば急激な変化です。しかしながら，わたしたちにとっては毎日の生活の中でのゆっくりとした変化としか感じられません。だからこそ，日々の生活の中での一人一人の取組みが重要になってきます。
　みなさんの公民館でも，この話題取り上げてみませんか。まだ暑いうちに…
　テレビニュースが，「この暑さ，9月も続くもよう」と報道していました。え～っ！暑い～！！
　所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
· 広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員や，ボランティア・コーディネーターを対象と
する様々な研修を実施しています。

　また，家庭教育支援，地域づくりなどの，地域課題に対応したテーマに関する市町において実施する研修を企画段階から支援します。

　研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（８/１）以降のＨＰ新着情報

★生涯学習振興・社会教育関係職員等研修実施
県内市町の生涯学習振興・社会教育関係職員等に対し，職務経験に対応した

研修を実施し，専門性の向上を図ります。
　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/syokuinkensyuu/22syokuinkennsyuu/22syokuinkennsyuu.htm
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
　学びあい支えあい　地域活性化推進事業（熊野町）　

　この事業は，熊野町の伝統産業である「筆」をキーワードに，町で開催されるイベントを支援するボランティアを組織し活動するとともに，それを契機として熊野町ボランティアの人材バンクを作成します。

「ガイドマップ作成」，「筆歴史・絵手紙インストラクター養成講座」は熊野町民の方を対象とし，「ボランティア養成講座」は熊野町内在住の59歳から65歳までの方を対象とした講座です。この事業を通して,熊野町におけるボランティア活動を推進し，地域の筆産業（文化）を広く発信することにより，地域の活性化を図ります。
　
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kyouikuryoku/jirei%20manabiaisasaeai.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
「おはなし会」

　　＜９月11日（土）・９月25日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき
ます。

· 申込み不要・無料
「書庫見学ツアー」
　　＜９月25日（土）15:00～15:40＞

　　　特徴のある資料と普段は見ることのできない書庫を案内します。

　　　　　　［定員］10名程度（先着順）

　　　　　　※申込み不要・無料

資料展示「健康のすゝめ」
　　＜６月29日（火）～10月３日（日）＞
　　　生涯にわたり健康な生活を送れるよう，食事，運動，健康への取組の歴
史などに関する資料を展示・紹介します。広島県健康対策課との連携展示
です。
※申込み不要・無料
★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　 http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成22年度主催事業の実施について」
　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布しています。詳細は，ホームページにも掲載しています。
　　是非御参加ください。
「意欲を育む体験活動推進事業『里山夢体験』の募集について」
　第２回　＜９月24日（金）～９月26日（日）２泊３日＞

　第３回　＜10月22日（金）～10月24日（日）２泊３日＞

　第４回　＜11月12日（金）～11月14日（日）２泊３日＞

　第５回　＜12月23日（木）～12月25日（土）２泊３日＞

　第６回　＜１月21日（金）～１月23日（日）２泊３日＞
「人や自然とのふれあいなど様々な体験を通して，今の生活をふりかえり，自分を見つめ，将来の希望や夢をつかもう！」をテーマに，悩みを抱える児童生徒が自立した人間として成長するよう，宿泊を伴う共同生活による体験活動を提供することで，意欲を育み，自主性や主体性を培うための支援を行う不登校児童生徒対象の宿泊体験活動です。
主　　催：広島県立福山少年自然の家（広島県教育委員会）

募集対象：県内の小・中学校で不登校及び不登校傾向にある小学校１年生から中学生までの児童生徒25人程度
※原則として保護者同伴
場　　所：広島県立福山少年自然の家
申 込 み：広島県立福山少年自然の家へ直接応募してください。
　　　　 （申込書を御請求ください。）
問合せ先：〒720-0542
　　　　　広島県福山市金江町藁江619-2

　　　　　広島県立福山少年自然の家
　　　　　電話（084）935-7166・ファクシミリ（084）935-7179
「教員等を対象とした体験活動指導者研修の実施状況について」
　６月22日（火）・23日（水）の両日，第１回体験活動指導者研修を実施しました。活動の様子をホームページに掲載しましたので御覧ください。

　第２回体験活動指導者研修は11月25日（木）・26日（金）の両日，実施します。定員に達していませんので，参加を御希望の方は,お問合せください。
　　

★縮景園（℡：082-221-3620）　　http://shukkeien.jp/sitemap.php
敬老茶会
　＜９月20日（祝・月）10：00～15：00＞（茶会受付）
流  派：裏千家淡交会広島第一支部
内  容：多年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者を敬愛し，長寿を祝
う「敬老の日」を記念して，高齢者を接待する茶会を開催します。今年で28回目になります。
　　茶　券：本席600円（入園料別）
観月茶会
　＜９月22日（水）14：00～19：30＞（茶会受付）
流  派：上田宗箇流和風会
内  容：古来より賞賛されてきた中秋の名月を観ながら，秋の訪れを感じ

ていただくお茶会で，今年で45回目です。通常の開園時間を延長し夜間の庭園での開催です。行灯の薄明かりの中での茶会は，昼間とは一味違った趣があります。
　　茶　券：本席・野点席各700円（入園料別）
　　　　  ※通常は18時閉園ですが,当日は20時30分に閉園します。
　　　　
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
特別展

　　「廣島から広島　ドームが見つめ続けた街展」
＜８月５日（木）～９月20日（月・祝）＞

　　大正４年に建てられた広島県産業奨励館(現在の原爆ドーム)は，ウィーン分離派芸術の流れを汲んだ最新のデザインで，広島の街のシンボルであり，また誇りでもありました。昭和20年８月６日の被爆後は平和のシンボルとなり，現在は世界遺産に登録されたこの名建築がたどった95年の道のりを，広島の文化と街の変遷とともに展覧します。
「愛のヴィクトリアン・ジュエリー展－華麗なる英国のライフスタイー」

＜９月30日（木）～11月28日（日）＞

　　19世紀近代ヨーロッパ及び近代日本の宝飾文化の基となったイギリス19世紀ヴィクトリア朝時代のアンティーク・ジュエリーを中心に，英国王室のライフスタイルに焦点を当て，その近代ロイヤル・ファミリー文化について，アフタヌーン・ティーの習慣からロイヤル・ウエディングを彩る結婚指輪や衣装までを展示します。
　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　
「佐藤敏のやきものワールド－天衣無縫変幻自在－」
　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　さまざまな形，文様や技法，そして，筆の自由な軌跡，やきものと金属
等が融合した豊かなイメージの世界を楽しんでいただきます。
　　第１室　　　
　　「マン・レイの肖像写真」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　画家，彫刻家，作家，音楽家，そして華やかな社交界の人々。マン・レ

イが撮影した錚々たる顔ぶれを紹介します。
　　第２室　
「水辺の情景」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　清涼感を与えてくれる水辺。そこには，そこで過ごした人たちの数だけ物語があります。そうした様々なイメージを集めてみました。
　　第３室　
「平山郁夫と《広島生変図》partⅠ・partⅡ」
＜８月24日（火）～10月17日（日）＞partⅡ
　自らの被爆体験をもとに描いた唯一の大作《広島生変図》をはじめ，当

館の所蔵する平山郁夫作品を，前期後期にわけて展示します。
　　第４室　　

　　「地球からの贈り物　－工芸の素材－」

　　＜６月29日（火）～10月17日（日）＞

　　　土や木，金属や繊維，色など工芸に用いられる様々な自然素材に注目することで，地球の恵みと人々の営みに思いを馳せます。
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
　「遺跡見学会」

　　＜９月４日（土）13：00～＞

　　　財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室では，福山市神辺町において国道313号道路改良事業に係る御領遺跡の発掘調査を実施しています。

　　　この度，調査の概要が明らかになってきましたので，遺跡見学会を開催します。

　　　　　　※申込み不要・無料

　　　　　　　会場は福山市神辺町下御領の御領遺跡現地です。
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　
　歴史民俗展示「夏の川と漁」
　　＜５月21日（金）～９月５日（日）＞
　　　江の川の支流・神野瀬川の瀬と渕，そこを舞台に生み出された漁撈文化を紹介し，河川との関わりを考えます。

「中国山地豊かな自然写真展」
　　＜９月10日（金）～９月26日（日）＞
　　　第21回「中国山地豊かな自然写真コンテスト」入賞作品34点を紹介します。
歴史民俗展示「三次のトラディショナルスイーツ－泡雪の歴史」
　　＜９月17日（金）～12月26日（日）＞
　　　江戸時代まで起源がさかのぼる三次の銘菓「泡雪」の歴史や，江戸時代後期から盛んになる和菓子の歴史をひもときながら，これまでほとんど明らかにされていなかった江戸時代から近代・現代にいたるお菓子の歴史をたどります。
第４回ふどきの丘体験教室④「昔の泡雪をつくろう」

　　＜９月18日（土）10:00～12:00＞
　　　現代の「泡雪」が完成された明治初期の製法を復元し，昔ながらの「泡雪づくり」に挑戦します。
　　※要申込み・参加費無料
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　夏の展示（部門展）
「ちょっと昔の暮らし展－寳水堂コレクションの生活道具－」

　　＜７月16日（金）～９月５日（日）＞　

　　　昭和30年代以降の高度経済成長による社会や暮らしの変化に伴い消えつつある数々の生活用品から“ちょっと昔の暮らし”を振り返り，今話題になっているエコな暮らしやこれからの暮らし方を考えます。ちょっと懐かしく「昭和」の雰囲気の漂う琺瑯看板やランプなどの資料を多数出展します。
※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　）は団体20名以上
　通史展示室
　　平成22年度スポット展示
「草戸千軒の石鍋－生活を支えた石の道具たち－」
　　＜７月30日（金）～９月30日（木）＞

　　　平安時代末期から鎌倉時代にかけての日本列島では，滑石をくり抜いて製作した石鍋をさかんに利用していました。ここでは，草戸千軒町遺跡から出土した代表的な滑石製石鍋を紹介し，その役割などについて考えます。　　
　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　）は団体20名以上
展示解説会
　　＜９月５日（日）13:30～14:30＞

　　　テーマ：スポット展示「草戸千軒の石鍋－生活を支えた石の道具たち－」から

　　　講　師：鈴木　康之（広島県立歴史博物館主任学芸員）
※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　 一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　（　）は団体20名以上
　講堂

　　備陽史探訪の会設立30周年記念歴史講演会（備陽史探訪の会共催）
　　＜９月18日（土）14:00～15:30＞

　　　演　題：「瀬戸内地方の後・終末期古墳－二子塚古墳をめぐって－」

　　　講　師：広瀬　和雄（国立歴史民俗博物館教授）

※聴講無料
　ボランティア公開講演会
　　＜９月25日（土）14:00～15:30＞
演　題：「広島の幕末」
　　　講　師：見延　典子（作家）
※聴講無料
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
広島グリーンアリーナ　健康・体力サポートセンター

「メタボ予防実践教室」
「お腹の周りが気になるんだけど・・・」

「運動しなきゃ！と思ってるんだけど一人じゃ続けられない」

そんなあなたに，専門スタッフがメタボ予防のための生活習慣づくりを応援します。

御一緒に健康への第１歩を踏み出しましょう。

６ヶ月間，活動量計を携帯して日常生活における運動量を計測し，２週間に１回カウンセリングと運動指導を行います。管理栄養士による，食事指導もあります。

６ヶ月間の「メタボ予防実践教室」で健康的な生活習慣を身につけましょう。

　　　　
http://sports-hiroshima.jp/images2/01_hpsc/health_physical_support/click1.pdf
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
収蔵文書の紹介展示「広島県の歴史絵はがきと観光資料
－戦前戦後の海・川・町－」
　＜９月６日(月)13:00から９月17日（金）13:00まで＞
　　場　所：県庁ギャラリー

　　　　　　開庁時間　月曜日～金曜日　8:30～17:15
内　容：当館が収蔵する戦前の歴史絵はがき約2500点の中から，瀬戸内の海・川・町に焦点を当て，その写真をパネル展示します。また，戦前戦後の名所案内や写真集・観光パンフレットなど，当館が収蔵する広島県の観光資料も併せてパネル展示で紹介します。
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
平成22年度三瓶青少年交流の家企画事業

「第１回ＳＡＮＢＥスマイルキャップ」
＜９月10日(金)・９月11日（土）＞

島根県の適応指導教室と島根大学の支援ボランティアスタッフと連携し，不登校児童生徒の相互交流を深めるため，当施設の豊かな自然環境の中で宿泊体験活動プログラムを実施します。
平成22年度三瓶青少年交流の家利用促進・広報業務
「さんべ祭」
　　＜10月23日(土)・10月24日（日）＞
　　　島根県の中央に位置する三瓶山。北の原にある「国立三瓶青少年交流の家」・「島根県立自然館（サヒメル）」・「三瓶こもれびの広場　木工館」の３施設が連携して自然とふれあう様々なイベントを展開します。
　　　この時期，紅葉が見ごろを迎える三瓶山を眺めにぜひ「さんべ祭」にお越しください。

· 国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
平成22年度企画事業
　　企画事業について紹介します。多くの参加をお待ちしております。　　　
教員免許状更新講習
　　「授業づくりに活かせる体験活動」－海が学校！海が先生！－
　　　小学校教員等が体験活動の意義について理解するとともに「海」を中心とした基本的な体験活動指導技術の実習を通して身に付ける。

　　　また，学習指導要領における体験活動の取り扱いを理解し，教育課程の編成や教育活動に体験活動を取り入れる方法を講義や実習を通して習得する。
　　　期　　日：12月24日（金）～12月26日（日）　２泊３日
　　　対　　象：平成23年３月31日及び平成24年３月31日が最初の終了確認期限の方で以下の人を対象とする。
　　　　　　　　小学校・特別支援学校（小学部）に教員として勤務している者,小学校・特別支援学校（小学部）に教員として任命・雇用される見込みのある者（非常勤リストに登録していること・採用内定がされていること等）,小学校・特別支援学校（小学部）教員勤務経験者,その他の校種の方（養護教諭・栄養教諭は除く）も，本講習に興味がある場合は受講できます。
　　　募集人数：20名（最小催行人員５名）
　　　参 加 費：22,000円
　　　申込方法：受講申込書に必要事項を御記入の上，締め切り日必着にて返
信用封筒を同封の上，原本を国立江田島青少年交流の家ま郵
送してくだ
さい。ファクシミリ又は電子メール等でのお申し込みは不可
とします。

申込受付開始日：９月１日（水）
　　　申込締め切り日：11月１日（月）午後５時（必着）
· 詳しくは国立江田島青少年交流の家ホームページを御覧ください。
http://etajima.niye.go.jp/
　
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/　
子どもゆめ基金オープンドリーム事業－「吉備の森探検隊」－

＜11月３日（水）＞

「秋の吉備高原のドングリを探そう！！」

会　　場：国立吉備青少年自然の家
対　　象：幼児，小学生とその家族
募集人員：各回　親子30組

　　　　　※応募者多数の場合は先着順となります。

参加費：実費（保険料，食事代，実習費等）
申込方法：参加希望者は，申込書（ホームページからダウンロード）に必

要事項を記入し，返信用郵便はがき（１枚）を同封の上，郵送にてお申し込みください。
締切り：各回実施日の２週間前
申込み・問合せ先
　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立吉備青少年自然の家「吉備の森探検隊」係

　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393-82
　　　電話　　　　　0866-56-7232
ファクシミリ　0866-56-7235
　　　電子メール　　kibi-senmon@niye.go.jp
ホームページ　http://kibi.niye.go.jp/
詳しくは開催要項を御覧ください。

· 国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
｢星をみる会｣

＜９月25日(土) 19:00～＞
街明かりの少ない立地・自然条件を活かし，御家族やグループの皆様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行っています。

本所が有する山口県下最大の天体望遠鏡（反射鏡510ｍｍ）を活用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。
· 無料

★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
· 編集後記■
今年は，これまでにない暑い夏でした。猛暑日といわれる日が何日もありました。つい，「今日も暑いですね。」という言葉が出てくる毎日。９月となり，涼しさと秋の訪れを感じたいものです。

　この夏，各市町で「親の力」をまなびあう学習プログラム講座のファシリテーター交流会を行い，ファシリテーターの皆さんとお会いする機会をいただきました。ファシリテーターの皆さんには，暑い中お集まりいただいています。
　交流会では，活動の様子の交流等を行いました。お話を聞いているとファシリテーターの皆さんが今年の夏の暑さに負けない，熱い情熱を持って活動されていることが伝わってきました。また，お会いして話をすることのよさも実感しています。

　会場へ行く途中の，それぞれの市町の景色を見ることも楽しみに感じながら行かせていただいています。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢　民恵　
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